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Ｈ３０年度 ダイバーシティ・セミナー
＆女性研究者によるシーズ発表会概要

科学技術人材育成費補助事業「ダイバーシティ研究環境実現イニシアティブ（牽引型）」
主催：一般社団法人 首都圏産業活性化協会
（ダイバーシティ・セミナー共催：東京農工大学）

（女性研究者によるシーズ発表会共催：東京農工大学、東京外国語大学、国際農林水産業研究センター）

１．開催目的
本セミナー及び発表会は、文部科学省の支援を受け、女性の活躍推進と女性研究者の研究成果を
広く企業に公開し産学連携による持続可能なイノベーションを創出することを目的としています。

２．開催日時

平成30年10月5日(金) 14:00～18:00
３．会場

中野サンプラザ 13階スカイルーム
住 所：〒164-8512 東京都中野区中野4-1-1

ＴＥＬ：03-3388-1151 ＵＲＬ：http://www.sunplaza.jp/access/

◆ダイバーシティ・セミナー ［14:00～14:30］
講演者：株式会社ソーケンメディカル 代表取締役石渡弘美氏

『従業員１８人の会社が
世界のトップアスリートを振り向かせた！』
～その働き方と産学連携のメリット～

下記のFAXもしくは電子メールにて申し込みいただけます。 （長谷川宛 ）
・Tel: ０４２－６３１－１１４０ ・FAX :０４２－６３１－１１２４
・電子メール：hasegawa@tamaweb.or.jp

★参加無料★

貴 社 名

団 体 名

所 在 地

所属部署/役職 御 名 前

Ｅ － ｍ ａ ｉ ｌ 電話番号

参加無料 申し込み受付中です！

◆女性研究者によるシーズ発表会 ［14:30～17:10] 

 QOL向上に関する発表
 海外でのビジネス機会に関する発表 詳細は、次ページをご覧ください。

□ポスター展示 14:00～18:00 （併設展示 ご自由にご覧いただけます。）

http://www.sunplaza.jp/access/
mailto:hasegawa@tamaweb.or.jp
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女性研究者によるシーズ発表会 14:30～

海外でのビジネス機会に関する発表
・東京外国語大学 桐越 仁美氏 ［16:30～16:50］

『西アフリカの歴史的商業ネットワークと現代の流通システム』
近年、アフリカ諸国の経済的重要性が高まっている。西アフリカ各地を結ぶコーラナッツ商人のネット
ワーク（情報伝達、商品輸送システム）の研究成果から、アフリカへの進出を目指す日本企業の事業
定着に貢献したい。

・東京農工大学 聶 海松氏 ［16:50～17:10］

『 中国におけるシルバー産業の現状と動向 』
中国では、急速な高齢化により様々なビジネスチャンスが生まれています。養老施設、デイケア、訪問
介護、人材育成等の分野での政府の政策によって、今後ますますの市場の拡大が見込まれます。日
本企業の中国進出ために政策と実態をご紹介します。

QOL向上に関する発表
・埼玉大学 清水 由紀氏 ［14:30～14:50］

『文化によって異なる子どもの発達』
「埼玉大学チャイルドラボ」では、アメリカやカナダの大学と共同で，子どもの発達の比較文化研究を
行っています。子どもの育ちや子育ての仕方は，文化によって大きく異なります。子どもが幼い頃から
文化の影響を受けて育っていく様子を、映像資料などを交えてご紹介します。

・電気通信大学 阿部 香澄氏 ［14:50～15:10］

『子育てのあり方を変える遠隔育児支援ロボットChiCaRo』
遠隔育児支援ロボットChiCaRo（チカロ）は、3歳までの乳幼児に特化したリモートシッティングのツール
です。いままで、乳幼児への遠隔保育が実現できるものはありませんでした。本研究では、ChiCaRoを
使って、「遠隔共同子育て」という新しい育児文化の創出を目指しています。

・東京都立産業技術研究センター 秋山 美郷氏 ［15:10～15:30］

『挟み込み構造のワイヤレス給電アンテナの開発』
受電アンテナを送電アンテナで挟み込む、ワイヤレス給電アンテナを開発しました。挟み込み構造を用
いることで、限定された空間の中で受電アンテナが移動しても、安定した受電電力を得ることが可能で
す。

・東京農工大学 ベンチャー・ジェンチャン氏×（有）サーフクリーン 加藤 聖隆氏 ［15:40～16:10］

『車いす生活をする方の健康モニタリング：研究シーズから実現へ』
ロボティクスと IoT は、高齢者や障害のある方を支援する大きな可能性を秘めています。その日常生
活の支援には健康モニタリングが重要であり、本発表では生活支援に関する研究シーズから実現まで
のプロセスをご紹介します。

・国際農林水産業研究センター 廣瀬 千佳子氏 ［16:10～16:30］

『 サブサハラにおけるコメ安定生産のための水資源の有効利用 』
サブサハラアフリカの既存のため池を活用した親子ため池システムの開発によって灌漑が可能となり、
これまで天候に左右されていたコメの収量が安定し、乾季には野菜栽培による所得増加の機会が生
みだされました。

-----------------------------------休憩----------------------------------


